
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024）

文化展

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

月号　No.81012

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年10月31日現在

転入　２人
出生　０人
転出　２人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

801人
372人
429人
514戸

先月比
2）
0）
2）
0）

（－
（±
（－
（±

　11月１日、競泳の元オリンピック選手の千

葉すずさんが下北山小中学校へやって来まし

た。

　前期課程を対象としたピラティス教室を実

施して頂きました。前期課程の全21名と先生

たちもピラティス教室を通して体操の楽しさ

を学びました。

　最後に質問タイムがあり、子どもたちをひ

きつける千葉さんの明るさに子ども達は興味

津々で質問が止まりませんでした。　　　

　千葉すずさんのピラティス教室を通してオ

リンピック選手を知る良い機会となりました。

　11月14日、下北山小中学校において、電源開発（株）

主催の「Ｊパワーふれあいミニコンサート」が開催

されました。

　これは、池原ダム完成60周年を記念した事業で、

プロのソプラノ歌手、バイオリン、フルートの演奏

家が、素敵なクラッシック音楽を聞かせてくれまし

た。

　当日は、下北山村をはじめ、上北山村、北山村、

熊野市五郷町の児童生徒が一堂に集まり、映画や

ミュージカル音楽、ジブリやディズニーのメドレー

などの演奏と歌を堪能しました。

「Ｊパワーふれあいミニコンサート」開催

千葉すずさんによるピラティス教室開催!!



　11
月
９
日
～
11
月
10
日
の
２
日
間
、

役
場
新
庁
舎
横
体
育
館
（
旧
下
北
山
小

学
校
体
育
館
）
に
お
き
ま
し
て
、
第
47

回
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
文
化
展
は
、
出
品
者
数
１
６

９
名
、
出
品
総
数
２
７
０
点
と
多
く
の

ご
出
展
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　会
場
に
は
絵
画
・
陶
器
・
写
真
・
工

作
が
展
示
さ
れ
、
２
日
間
で
３
２
８
名

の
方
々
が
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
数
年
ぶ
り
の
茶
道
教
室
生

に
よ
る
お
茶
の
提
供
が
あ
り
、
作
法
や

　10
月
25
日
、
下
北
山
小
中
学
校
と
上

北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
を
会
場
に
、
第
68

回
奈
良
県
へ
き
地
教
育
研
究
振
興
大
会

（
下
北
山
村
・
上
北
山
村
大
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　へ
き
地
に
お
け
る
教
育
の
実
践
に
つ

い
て
研
究
す
る
と
と
も
に
、
へ
き
地
が

抱
え
る
教
育
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協

議
し
、
そ
の
振
興
と
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
３
つ
の
分
科
会

と
全
体
会
に
、
県
内
外
か
ら
延
べ
４
３

１
名
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　本
大
会
で
は
「
主
体
的
・
協
働
的
に

学
び
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
夢
を

も
っ
た
人
間
性
豊
か
な
北
山
っ
子
の
育

成
」
を
大
会
主
題
と
し
、
午
前
中
は
両

校
で
公
開
授
業
や
児
童
生
徒
に
よ
る
舞

台
発
表
と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
活
動
報
告

味
を
愉
し
み
、
茶
道
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
民

俗
資
料
館
に
よ
る
村
の
祭
り
の
上
映
も

大
盛
況
で
し
た
。
各
地
区
の
祭
り
の
文

化
や
特
徴
、
違
い
を
知
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　９
日
に
は
公
民
館
教
室
・
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
太
鼓
教
室
生
の
太
鼓
演
奏
が
行
わ

れ
、
多
く
の
方
で
会
場
が
賑
わ
い
ま
し

た
。
皆
様
、
多
数
の
ご
出
展
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。
公
開
授
業
で
は
両
校

の
６
年
生
教
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

ぎ
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
の
授
業
も

行
い
ま
し
た
。

　午
後
の
全
体
会
で
は
、「
西
村
記
念

館
・
旧
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
邸
の
会
」
事
務

局
長
の
西
山
修
司
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、「
西
村
伊
作
が
目
指
し
た
こ
と
」

と
い
う
演
題
で
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。　本

村
出
身
の
西
村
伊
作
は
、
大
正
10

年
に
東
京
駿
河
台
に
「
文
化
学
院
」
を

創
立
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
同
時

に
建
築
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、

現
代
の
教
育
や
建
築
に
繋
が
る
先
進
的

な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　当
日
は
、
奈
良
県
教
育
長
を
は
じ
め

多
く
の
教
育
関
係
者
、
奈
良
県
議
会
議

員
、
両
村
長
、
両
村
議
会
議
員
等
、
多

く
の
皆
様
に
ご

臨
席
賜
り
、
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

学
校
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第68回奈良県へき地教育研究振興大会

下北山村・上北山村大会 開催

第
47
回
文
化
展
開
催

芸
術
の
秋
　文
化
に
ふ
れ
文
化
に
親
し
む

　㈶
奈
良
県
防
犯
協
会
、
奈
良
県
、
奈

良
県
教
育
委
員
会
及
び
奈
良
県
警
察
が

主
催
し
、
去
る
10
月
４
日
に
開
催
さ
れ

た
全
国
地
域
安
全
運
動
奈
良
県
民
大
会

（
田
原
本
町
・
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
）
に

お
い
て
、
本
村
の
西
岡
忠
男
さ
ん
（
浦

向
）
が
全
国
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
表
彰
は
長
年
に
わ
た
り
防
犯
活

動
に
尽
力
し
犯
罪
防
止
に
功
績
の
あ
っ

た
団
体
や
個
人
が
表
彰
さ
れ
、
奈
良
県

で
は
全
国
表
彰
を
受
け
た
団
体
が
２
団

体
、
防
犯
栄
誉
金
章
受
賞
者
１
名
、
防

犯
栄
誉
銀
章
受
賞
者
２
名
、
防
犯
栄
誉

銅
章
は
西
岡
さ
ん
を
含
む
６
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　全
国
地
域
安
全
運
動
は
犯
罪
被
害
防

止
と
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
10
月
11
日
～
20
日
の
10
日
間
行

わ
れ
ま
し
た
。

　西
岡
さ
ん
に
は
今
後
も
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
、
ご
助
力
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　10
月
19
日
、
桑
原
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
極
東
学
院
名
誉

教
授
の
ア
ン
ヌ
・
ブ
ッ
シ
イ
氏
（
77
）

を
講
師
に
迎
え
、「
実
利
捨
身
行
者
の

修
験
道
と
の
出
会
い
を
か
え
り
み
て
」

と
題
し
て
、
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
世
界
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
登
録
20
周
年
を

記
念
し
て
企
画
し
た
も
の
で
、
村
内
外

よ
り
１
６
４
名
が
参
加
さ
れ
、
う
ち
村

内
か
ら
は
76
名
の
方
が
参
加
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
実
利
行
者
の
生
涯
に
触

れ
、
ブ
ッ
シ
イ
氏
の
修
験
道
に
対
し
て

の
捉
え
方
や
、
50
年
前
当
時
の
下
北
山

村
に
滞
在
さ
れ
た
お
話
や
前
鬼
集
落
の

内
容
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第50回衆議院議員総選挙並びに
第26回最高裁判所裁判官国民審査の結果

10月27日に執行されました、第50回衆議院議員総選挙並びに
第26回最高裁判所裁判官国民審査の下北山村での結果は次の通りです。

確定有権者数
投票者数

577

投票の内訳 候補者別得票数

有効投票 無効投票 原山だいすけ たのせ太道 太田あつし かわとやすし

555 22 145 294 29 87

投票者数 棄権者数 投票率（％）

725 577 148 79.59

■投票結果
小選挙区選出議員選挙

■開票結果
小選挙区選出議員選挙

自由民主党

163

日本維新の会

102

国民民主党

42.065

参政党

17

れいわ新選組

19

社会民主党

4

公明党

107

立憲民主党

73.934

日本保守党

16

日本共産党

20

確定有権者数
投票者数

577

投票の内訳

有効投票 無効投票

564 13

投票者数 棄権者数 投票率（％）

725 577 148 79.59

比例代表選出議員選挙 比例代表選出議員選挙

確定有権者数
投票者数

576

投票の内訳

有効投票 無効投票

560 16

投票者数 棄権者数 投票率（％）

725 576 149 79.45

最高裁判所裁判官国民審査 最高裁判所裁判官国民審査

世界遺産登録20周年記念
令和６年度教育講演会

西
岡 

忠
男
さ
ん
が

全
国
防
犯
栄
誉
銅
章
受
賞
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名
、
防

犯
栄
誉
銀
章
受
賞
者
２
名
、
防
犯
栄
誉

銅
章
は
西
岡
さ
ん
を
含
む
６
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　全
国
地
域
安
全
運
動
は
犯
罪
被
害
防

止
と
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
10
月
11
日
～
20
日
の
10
日
間
行

わ
れ
ま
し
た
。

　西
岡
さ
ん
に
は
今
後
も
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
、
ご
助
力
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　10
月
19
日
、
桑
原
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
極
東
学
院
名
誉

教
授
の
ア
ン
ヌ
・
ブ
ッ
シ
イ
氏
（
77
）

を
講
師
に
迎
え
、「
実
利
捨
身
行
者
の

修
験
道
と
の
出
会
い
を
か
え
り
み
て
」

と
題
し
て
、
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
世
界
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
登
録
20
周
年
を

記
念
し
て
企
画
し
た
も
の
で
、
村
内
外

よ
り
１
６
４
名
が
参
加
さ
れ
、
う
ち
村

内
か
ら
は
76
名
の
方
が
参
加
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
実
利
行
者
の
生
涯
に
触

れ
、
ブ
ッ
シ
イ
氏
の
修
験
道
に
対
し
て

の
捉
え
方
や
、
50
年
前
当
時
の
下
北
山

村
に
滞
在
さ
れ
た
お
話
や
前
鬼
集
落
の

内
容
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第50回衆議院議員総選挙並びに
第26回最高裁判所裁判官国民審査の結果

10月27日に執行されました、第50回衆議院議員総選挙並びに
第26回最高裁判所裁判官国民審査の下北山村での結果は次の通りです。

確定有権者数
投票者数

577

投票の内訳 候補者別得票数

有効投票 無効投票 原山だいすけ たのせ太道 太田あつし かわとやすし

555 22 145 294 29 87

投票者数 棄権者数 投票率（％）

725 577 148 79.59

■投票結果
小選挙区選出議員選挙

■開票結果
小選挙区選出議員選挙

自由民主党

163

日本維新の会

102

国民民主党

42.065

参政党

17

れいわ新選組

19

社会民主党

4

公明党

107

立憲民主党

73.934

日本保守党

16

日本共産党

20

確定有権者数
投票者数

577

投票の内訳

有効投票 無効投票

564 13

投票者数 棄権者数 投票率（％）

725 577 148 79.59

比例代表選出議員選挙 比例代表選出議員選挙

確定有権者数
投票者数

576

投票の内訳

有効投票 無効投票

560 16

投票者数 棄権者数 投票率（％）

725 576 149 79.45

最高裁判所裁判官国民審査 最高裁判所裁判官国民審査

世界遺産登録20周年記念
令和６年度教育講演会

西
岡 

忠
男
さ
ん
が

全
国
防
犯
栄
誉
銅
章
受
賞
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　住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数について

人口増加率

順位 前年順位 町村名 ％

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

1
815

14
920

9
15

415
39
25

269

南幌町　　　（北海道）
　九度山町　　（和歌山県）
御代田町　　（長野県）

　十島村　　　（鹿児島県）
　大和村　　　（鹿児島県）
富加町　　　（岐阜県）
下北山村　　（奈良県）
御船町　　　（熊本県）
益城町　　　（熊本県）
金山町　　　（福島県）

3.97
3.26
2.49
2.31
2.06
1.93
1.61
1.31
1.29
1.23

空き家コンシェルジュ 
下北山事務所

移住交流体験施設むらんち

BIYORIウェブサイトきなりと

シェアハウスこのま

令和5年中、社会増加率の多い町村で全国７番目になりました！

　本村の令和５年中の転入者数は45人で、社会増減数（転入者数等－転出者数等）は＋14人となりました。
日本人住民における社会増減率が1.61%で、総務省の住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数 （令和
６年１月１日現在）の資料によると、社会増加の多い町村【日本人住民】の人口増加率が全国で７番目となって
います。
　本村では、村に関心のある方から移住を本格的に考えている方に対し、インターネットでの情報発信や空き家
や移住の相談窓口の開設など段階的な取り組みを行っています。地方への移住に関しては、仕事、生活、住ま
い、地域との関わりなど様々なハードルがある中で、最近では働く場所を柔軟に選べるテレワークや自然豊かな
環境で暮らしたい若者の増加など、少しずつ変化が見られます。多くの人に知っていただき、村に戻ってくる若
者や新たに地方暮らしを考えている方に、村を選んでいただけるよう、移住の実現に向けた適切なサポートを行
って参ります。
●社会増加の多い町村【日本人住民】（令和５年中）　

村の生活を体験したい方やテレ
ワークをしたい方を一時的に受
入れ

テレワークをしたい方、サテ
ライトオフィスを開設したい
方等を受入れ

村に関心のある方にインターネッ
トで村の観光、宿泊、村民さんの
執筆した記事で魅力を発信

村で仕事のお手伝い等を通じて
交流をしたい方や中期的な滞在
をしたい方を受入れ

移住のために空き家を買いたい方、
借りたい方、空き家を売りたい方、
貸したい方の相談窓口を開設

●移住促進に関する主な取り組み

村に関心のある方

お試し移住体験

情報発信

中期滞在

空き家の紹介テレワーク滞在

総務省ホームページより抜粋

▲移住交流体験施設むらんち
村に移住を検討している方、テレワークをする方、
大学生が一定期間滞在できる施設で、移住を検討す
る方は1ヶ月まで宿泊ができる。
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　下北山村は奈良クラブを応援しています！！！

奈良クラブサッカー教室を開催しました！
令和６年度は、J3の奈良クラブのプロサッカー選手とスクールコーチによる、サッカー教室を5回開催しました！
（上北山村、下北山村、北山村の小・中学生が対象） 
10月14日は下川陽太選手と渡�コーチ、10月27日は澤田雄大選手と渡�コーチ、上田コーチが指導してくださいました。
このサッカー教室は令和３年度より実施しており、子どもたちのサッカー技術は練習の成果もあり年々向上しています。
※下北山村と奈良クラブは青少年の健全育成や地域の活性化などを目的に、連携協定に関する包括協定を結んでいます。

　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

下北山村と学生との間で様々なつながりが生まれています！

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。奈良女子大学特任助教

鈴木　靖子

【来村】修士論文のためのインタビュー調査を実施
10/8(火)〜10日(木)奈良女子大学大学院臨床心理学コース院生（Ｓさん）1名が下北山村に来村し、
修士論文研究のために株式会社リヴァが運営する「ムラカラ」にてインタビュー調査を実施しました。
奈良女子大学の学生が調査に入るのは今年で3年目になります。
現在ムラカラではメンタル不調を抱えた利用者に対して、社会復帰後も再発せずに自分らしく生きるためのトレーニン
グプログラムを提供していますが、学術的な調査や利用者の体験に基づいた研究はまだ少ない状況です。このような研
究を通じて取り組みの効果が客観的に示されることで、今後の福祉領域の発展につながるとともに、学生にとっては福
祉現場の取り組みを肌で感じられる機会となりました。

学生Sさんの感想

「現場でしか学べない多くのことを体験でき、今後、産業/福祉領域に
　就職したいと考えている自分にとって貴重な経験になりました。」
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　地域おこし協力隊の長柄（ながら）です。今月は、最近ようやく本格的な活動になってきた

猪や鹿（有害鳥獣）の駆除ついて書きたいと思います。私の有害鳥獣駆除の知識や技術は、森

のしごとと同様に、この村の（猟友会の）先輩方々に暖かくご指導頂き、ゆっくりですが確実

に成長しつつあります。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。銃や罠を使用する有害鳥

獣駆除の現場は常に危険を伴っていますが、特に、猟銃を使用する時の安全確保には細心の注

意、努力が必要です。私は、猟銃の安全確実な操作のために、前職の自衛官時代に身につけた

訓練射撃号令の暗唱を行っています。

　　「目標正面の鹿（しか）！！　立ち撃ち」

　　「射手（しゃしゅ）安全装置を確かめ弾（たま）を込め」

　　「緩射（かんしゃ）１発　射撃用意……。」

　これら一連の号令を自ら一つ一つ唱えながら操作をすれば、安全装置の解除・設定、弾込め、

発砲等のタイミングを落ち着いて実行することができます。その号令は、訓練生だった昔、夢

の中に出てくるほど暗記するため復唱して身につけたもので、定年退職した今でもスラスラと

出てきます。もちろんすべての号令が有害鳥獣駆除の現場に当てはまる訳ではないので、足り

ない分は新しい号令を作り出します。危険な道具を使用するから、安全確保の努力は絶対怠ら

ない。滑稽でも本人は大まじめに村営宿舎のお風呂で暗記復唱を繰り返しています（時々のぼ

せる）。目指すところは安全な有害鳥獣駆除。その先に安定した村の生活への貢献です。森林

での活動に併せてしっかり頑張っていきたいと思います。

協力 支援員隊 のと つぶやきその122
今月号は長柄が
担当します。

　ウェブサイトきなりと

「きなりと」は、村の様々な情報を掲載しているホームページです。素敵な村の風景写真と共に、観光、
宿泊、ふるさと納税の取組み等がご覧いただけます！「日々を読む」ページでは、村民や村外の方が執筆
した文章を掲載しています。村の魅力が詰まった「きなりと」をぜひご覧ください！

「日々を読む」執筆者のお一人をご紹介！
本田　美紀子さん
下北山村出身。1999年、結婚を期にＵターンし、夫が
立ち上げた「スカイウッド株式会社」で、毎日こつこつ
ものづくりのお手伝いをしている。村での暮らしと子育
てを楽しむ２児の母。

◀本田美紀子さんが執筆した「家族、仕事、自分。夫
   とともに村に戻り、暮らし、悩み、ようやく見つけ  
   た、ふたつの夢。」はこちらからご覧いただけます。
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　地域おこし協力隊の長柄（ながら）です。今月は、最近ようやく本格的な活動になってきた

猪や鹿（有害鳥獣）の駆除ついて書きたいと思います。私の有害鳥獣駆除の知識や技術は、森

のしごとと同様に、この村の（猟友会の）先輩方々に暖かくご指導頂き、ゆっくりですが確実

に成長しつつあります。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。銃や罠を使用する有害鳥

獣駆除の現場は常に危険を伴っていますが、特に、猟銃を使用する時の安全確保には細心の注

意、努力が必要です。私は、猟銃の安全確実な操作のために、前職の自衛官時代に身につけた

訓練射撃号令の暗唱を行っています。

　　「目標正面の鹿（しか）！！　立ち撃ち」

　　「射手（しゃしゅ）安全装置を確かめ弾（たま）を込め」

　　「緩射（かんしゃ）１発　射撃用意……。」

　これら一連の号令を自ら一つ一つ唱えながら操作をすれば、安全装置の解除・設定、弾込め、

発砲等のタイミングを落ち着いて実行することができます。その号令は、訓練生だった昔、夢

の中に出てくるほど暗記するため復唱して身につけたもので、定年退職した今でもスラスラと

出てきます。もちろんすべての号令が有害鳥獣駆除の現場に当てはまる訳ではないので、足り

ない分は新しい号令を作り出します。危険な道具を使用するから、安全確保の努力は絶対怠ら

ない。滑稽でも本人は大まじめに村営宿舎のお風呂で暗記復唱を繰り返しています（時々のぼ

せる）。目指すところは安全な有害鳥獣駆除。その先に安定した村の生活への貢献です。森林

での活動に併せてしっかり頑張っていきたいと思います。

協力 支援員隊 のと つぶやきその122
今月号は長柄が
担当します。

　旧下北山保育所の活用について

旧下北山保育所に新しい遊具を設置しました
現在、一般社団法人下北山つちのこパーク、奈良女子大学の下北山エクステンションセンター、放課後子ども教室が旧下
北山保育所を活用しています。こうした状況の中で遊具で遊ぶ子供たちが増えましたが、長年活用されてきた遊具が老朽
化してきたため一部を解体し、新たに株式会社ウッドウォームズのウッドウォール、ウッドマウンテン、ステップ階段を
設置しました。ぜひ、いつでも遊びに来てください！
　　　　　　　　　　　　　（※設置資金は、公益財団法人ライフスポーツ財団の子供活動支援金を活用しています。）
Before

After

12月号

遊び心いっぱいの空間で、お
友達やご家族との大切な時間
をお過ごしください♪

\\ 屋外遊具スペース // \\ 多目的スペース //

【開放日】毎週 火・木 13:00〜17:00 (祝祭日は休館)

屋外はボルダリングウォー
ルやウッドマウンテンなど

『ウッドウォームズさん』の
遊具を新設！『スカイウッド
さん』の家具が並ぶ多目的ス
ペースは、『ぽこぽん図書館』
の図書コーナーやお土産品
販売、セルフドリンクもお楽
しみいただけます＊

つちのこパーク
村民開放スタート!!
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　10
月
20
日
、
池
の
平
ゴ
ル
フ
場
に
15

名
の
会
員
が
参
加
し
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
年
に
一
度

の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
な
し
の
競
技
で
、

最
も
打
数
の
少
な
い
者
が
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
杯
を
勝
ち
と
り
ま
す
。

　前
半
18
ホ
ー
ル
が
終
了
し
、
68
打
で

伊
庭
康
仁
さ
ん
、
和
田
晃
裕
さ
ん
が

ト
ッ
プ
に
並
び
、
勝
平
芳
明
さ
ん
、

岡
道
則
さ
ん
が
70
打
で
後
を
追
う
形

で
、
残
り
９
ホ
ー
ル
の
勝
負
と
な
り
ま

し
た
。
伊
庭
さ
ん
が
２
・
３
番
で

岡

さ
ん
が
５
番
で
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
と
ス
コ

ア
を
落
と
す
な
か
、
後
呂
優
彦
さ
ん
が

追
い
上
げ
た
も
の
の
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば
１
打
差
で
和
田
晃
裕
さ
ん
が
逃
げ
切

り
、
苦
節
30
数
年
念
願
の
ク
ラ
ブ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

＊
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
：
決
め
ら
れ
た
打
数

よ
り
２
打
多
く
打
つ
こ
と

令
和
６
年
度

Ｋ
Ｇ
Ｃ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会  

和
田
晃
裕
さ
ん

悲
願
の
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に順位

優　勝

準優勝

３　位

４位タイ

４位タイ

氏名

和田晃裕

後呂優彦

後呂　智

岡道則

島　佳嗣

OUT

33

36

34

35

34

IN

35

35

38

35

39

OUT

32

30

32

35

32

合計

100

101

104

105

105

和田晃裕さん（右）

＼１１月下旬～出荷がはじまりました！／

今年も下北山村のジャバラが収穫されました！

ジャバラ果実をそのまま搾った１００％果汁とその

果汁を使ったぽん酢も下北山村ふるさと納税返礼品

のひとつ。

花粉症が気になる方や、村外に住むご家族・ご友人

に、こんな返礼品があるよーとお知らせいただけ

ると幸いです！今が旬の、搾りたてのジャバラを

ぜひ味わってみてください♪

                   ふるさと納税担当：村島

奈良下北山村育ちのジャバラを使った返礼品

令和６年１０月分のふるさと納税実績

寄附件数６５件

寄附金額１，２８８，０００円

ご協力いただきました皆様

ありがとうございました。

▼提供事業者

下北山村特産物加工組合

都甲ユウタ

生搾りは、朝晩スプーン１杯飲むとよい。

炭酸水や焼酎にうすめて飲むと美味しい！

ぽん酢は鍋料理や焼き魚におすすめ！

　早
い
も
の
で
今
年
も
、
も
う
年
の
瀬

が
近
づ
き
年
末
年
始
の
準
備
を
始
め
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　忙
し
く
な
る
と
睡
眠
・
休
養
が
十
分

に
と
れ
ず
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
増

え
ま
す
。
寒
さ
対
策
も
し
な
が
ら
体
調

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
ね
！

下
北
山
村
禁
煙
外
来
治
療
費
助
成
の
ご
案
内

　下
北
山
村
で
は
、
自
身
の
健
康
及
び

受
動
喫
煙
の
悪
影
響
も
大
き
い
喫
煙
習

慣
か
ら
脱
出
す
る
た
め
の
禁
煙（
卒
煙
）

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ

る
方
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
下
北
山
村
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
喫
煙
者

【
助
成
内
容
】
下
北
山
村
国
保
診
療
所

に
て
禁
煙
外
来
を
受
診
し
、
禁
煙
外

来
の
保
険
治
療
適
用
条
件
を
満
た
し

た
者

【
助
成
金
額
】
禁
煙
外
来
治
療
自
己
負

担
金
額
１
万
円
（
償
還
払
い
）
1
人

に
つ
き
1
回

１
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
額
と
し

ま
す
。

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。ま
ず
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
6

－

0
0
1
5

　11
月
1
日
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
、

前
期
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し
、「
今

か
ら
始
め
る
介
護
予
防
」
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
握
力
測
定
や
歩
く
速
度
の

計
測
な
ど
の
体
力
測
定
を
実
施
し
、
皆

さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
講
話
で
は
、

仕
事
を
し
て
い
る
方
も
多
い
世
代
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
腰
痛
予
防
と
転
倒
予

防
が
大
切
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

本
村
は
筋
骨
格
疾
患
に
よ
る
介
護
認
定

数
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
を
兼
ね
、
毎
日
プ
ラ

ス
10
分
の
運
動
を
取
り
入
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

　11
月
７
日
、
吉
野
学
園
に
よ
る
保
育

園
児
を
対
象
と
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

（
教
育
・
療
法
）
を
行
い
ま
し
た
。
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
と
は
、
子
ど
も
の
自
主
性
・

自
発
性
を
尊
重
し
、
子
ど
も
自
身
が
動

く
こ
と
を
学
び
、
動
き
を
通
し
て
調
和

の
と
れ
た
発
達
を
手
助
け
し
て
く
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
用
い
た
体
操
や
バ

ル
ー
ン
で
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
最
後
に
は
何
が
一
番
楽
し

か
っ
た
の
か
な
ど
、
自
分
の
気
持
ち
や

考
え
を
み
ん
な
の
前
で
一
人
ず
つ
発
表

し
て
く
れ
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
大
人
な

一
面
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　12
月
は
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、

大
多
数
の
期
限
内
納
税
者
の
信
頼
を
守

る
た
め
、
全
市
町
村
と
奈
良
県
が
一
丸

と
な
っ
て「
捜
索
・
差
し
押
さ
え
・
公
売
」

等
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
実
施
す
る

「
市
町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理

強
化
期
間
」
で
す
。

　税
金
は
定
め
ら
れ
た
納
付
期
限
内
に

正
し
く
納
税
し
ま
し
ょ
う
。
口
座
引
落

を
利
用
さ
れ
る
と
金
融
機
関
等
に
行
っ

て
納
付
す
る
手
間
や
納
付
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
恐
れ
が
な
く
、
大
変
便
利
で

す
。
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
一
部
の
滞
納
者
に
対
し
ま
し

て
は
、
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
（
預

金
、
給
与
、
不
動
産
、
生
命
保
険
、
自

動
車
等
）
に
つ
い
て
、
差
し
押
さ
え
等

を
執
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課 

税
務
係

前
期
高
齢
者
向
け
の

介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

保
育
所
で
出
張
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

（
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
）を
開
催
し
ま
し
た

12
月
は「
市
町
村・県
税
の

一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
」で
す
。

〜
絶
対
に

　
許
し
ま
せ
ん
！

　
　
　
　
　
滞
納
〜

税
務
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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　10
月
20
日
、
池
の
平
ゴ
ル
フ
場
に
15

名
の
会
員
が
参
加
し
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
年
に
一
度

の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
な
し
の
競
技
で
、

最
も
打
数
の
少
な
い
者
が
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
杯
を
勝
ち
と
り
ま
す
。

　前
半
18
ホ
ー
ル
が
終
了
し
、
68
打
で

伊
庭
康
仁
さ
ん
、
和
田
晃
裕
さ
ん
が

ト
ッ
プ
に
並
び
、
勝
平
芳
明
さ
ん
、

岡
道
則
さ
ん
が
70
打
で
後
を
追
う
形

で
、
残
り
９
ホ
ー
ル
の
勝
負
と
な
り
ま

し
た
。
伊
庭
さ
ん
が
２
・
３
番
で

岡

さ
ん
が
５
番
で
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
と
ス
コ

ア
を
落
と
す
な
か
、
後
呂
優
彦
さ
ん
が

追
い
上
げ
た
も
の
の
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば
１
打
差
で
和
田
晃
裕
さ
ん
が
逃
げ
切

り
、
苦
節
30
数
年
念
願
の
ク
ラ
ブ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

＊
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
：
決
め
ら
れ
た
打
数

よ
り
２
打
多
く
打
つ
こ
と

令
和
６
年
度

Ｋ
Ｇ
Ｃ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会  

和
田
晃
裕
さ
ん

悲
願
の
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に順位

優　勝

準優勝

３　位

４位タイ

４位タイ

氏名

和田晃裕

後呂優彦

後呂　智
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手当名 内容および支給単価（月額）

扶養手当
配偶者：6,500円
１人につき　子：10,000円　父母：6,500円
満16歳の年度初～満22歳の年度末までの子　5,000円加算

住居手当
借家、借間居住者
支給対象額　16,000円を超える額
最高支給額　28,000円

通勤手当
交通機関利用者：55,000円以下
交通用具使用者：31,600円以下　
２km以上で５kmごとに13段階の区分

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.669月 24.586月
勤続25年 28.039月 33.270月
勤続35年 39.757月 47.709月
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～45％加算）

１人当たり
平均支給額

－ －

４．職員手当の状況
※国に準じて支給しています。

⑴諸手当（Ｒ６年４月１日現在） ⑵退職手当（Ｒ６年４月１日現在）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、個人の特定を避
けるため、直近２年間で退職した全職員種に係る職員
に支給された退職手当の平均額です。

７．職員の研修状況

職員に高度な専門知識、技術等を取得されるため職員を研修機関などへ派遣し、研修を実施させています。

令和５年度の受講者数は次のとおりです。
研　修　名 人数 研　修　先

新規採用職員研修 3人 奈良県市町村職員研修センター
税務職員研修 1人 奈良県市町村職員研修センター
補助事業執行事務適性化研修 1人 奈良県市町村職員研修センター

区　分 給料月額 期末手当（Ｒ６年度） 区　分 報酬月額 期末手当（Ｒ６年度）

給料
村　長 660,000円 ６月期　1.70月

12月期　1.70月
計　　3.4月

報酬
議　長 210,000円 ６月期　1.65月

12月期　1.65月
計　　3.3月

副村長 565,000円 副議長 170,000円
教育長 515,000円 議　員 160,000円

５．特別職の報酬等の状況（Ｒ６年４月１日現在）

期末手当 2.45月分
勤勉手当 2.05月分

⑶期末手当・勤勉手当（Ｒ５年度）

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり。

６．職員数の状況

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）
区　　分 職 員 数 対前年

増加数部　　門 R５年 R６年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

1
9
1
12
2
2
5
4

1
10
2
13
2
1
6
3

0
1
1
1
0

△1
1

△1
小　　計 36 38 2

特別行政部門 教　　育 4 5 1
普通会計計 40 43 3

公営企業等
会計部門

病　　院
水　　道
そ の 他

3
0
2

3
1
2

0
1
0

小　　計 5 6 1
合　　計 45 49 4

区　　分
職員数
（人）

構成割合
（％）

20歳未満 0 0.0
20歳～23歳 3 6.1
24歳～27歳 9 18.5
28歳～31歳 3 6.1
32歳～35歳 6 12.2
36歳～39歳 5 10.2
40歳～43歳 6 12.2
44歳～47歳 4 8.2
48歳～51歳 3 6.1
52歳～55歳 5 10.2
56歳～59歳 5 10.2
60歳以上 0 0.0

計 49 100.0

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有します。
　休職者、派遣職員などを含み、臨時職員又は非常勤職員を除いています。

⑵年齢別職員数の状況（Ｒ６年４月１日現在）

年度
部門

平成31年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年
過去５年間
の増減数

一 般 行 政 32 30 32 33 36 38 6
教　　　育 7 5 5 4 4 5 △ 2
公営企業等 5 5 5 4 5 6 1
合　　　計 44 40 42 41 45 49 5

⑶職員数の推移（各年４月１日現在　単位：人）

※各年における定員管理調査において、報告した部門別職員数。
※常勤の教育長については、法律の改正により平成27年４月１日から特別職の身分を有することとなったため、平成28年度に実施した調

査から対象外となる。
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区　分
住民基本台帳人口

（R５年度末）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費比率（B）/（A）

R4年度の
人件費比率（参考）

R5年度 800人 2,828,255千円 105,706千円 385,618千円 13.6% 16.6%

１．総括

⑴人件費の状況（一般会計決算）

区　分 職員数（A）
給　　与　　費 一人当たり給与費

（B）/（A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

R5年度 38人 114,970千円 12,246千円 42,188千円 169,404千円 4,458千円

⑵職員給与費の状況（一般会計決算）

※職員手当てには退職手当を含みません。
※職員数は、令和５年４月１日現在の人数です。

※各種報酬・手当、職員給、任用職員給等を含みます。

下北山村 90.7

全国市町村平均 98.2

⑶ラスパイレス指数の状況（Ｒ５年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用
いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

区　分
経験年数

10年～15年
経験年数

15年～20年
経験年数

20年～25年
経験年数

25年～30年

一　般
行政職

大学卒 252,600円 ※ 349,300円 358,100円

高校卒 ※ ― ※ ―

技能労務職 ― ― ― ―

⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

※該当者がいない欄については「－」としている。
※対象となる職員が１人の場合は、個人の特定を避けるため、記入していません。

区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 38.6歳 273,700円

技能労務職 ※ ※

区　分 下北山村 国

一　般
行政職

大学卒 196,200円 196,200円

高校卒 166,600円 166,600円

３．職員の平均給料月額、初任給等の状況（Ｒ６年 4 月 1 日現在）

⑴平均年齢、平均給料月額および平均給与月例 ⑵初任給の状況

※対象となる職員が１人の場合は、個人の特定を避けるため、記入していません。

下北山村では、村職員の給与などの状況を知っていただくために、その概要を公表します。

＊一般会計の職員及び技能労務職について記述したもので、特別会計は含まれません。

下北山村職員の給与などの概要

２．一般行政職の級別職員数等の状況（Ｒ６年４月１日現在）

※下北山村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 計

標準的な
職務内容

主 事 補 主　　事
主　　査
係　　長
課長補佐

主　　幹
課　　長

課　　長

職員数 14 13 ４ 9 2 42

構成比 33.3% 31.0% 9.5% 21.4% 4.8% 100.0%
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年
末
年
始
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

☆
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り

　年
末
年
始
は
誰
し
も
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
が
、「
〇
〇
市
で

強
盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
、〇
〇
町
で

空
き
巣
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
自
宅
の
戸
締
り
を
確
実
に
す
る

•
現
金
や
貴
金
属
類
は
人
目
に
つ
か
な

い
場
所
へ

•
不
審
な
人
物
や
、
不
審
車
両
を
見
か

け
た
ら
警
察
へ
通
報
す
る

☆
火
の
始
末
は
確
実
に

　暖
を
取
る
た
め
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
火

や
、
料
理
に
使
う
コ
ン
ロ
の
火
、
タ
バ

コ
（
寝
タ
バ
コ
）
の
火
等
、
火
の
始
末

に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

駐在さん通信駐在さん通信

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　幸
い
に
も
下
北
山
村
で
の
被
害
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し
ま

す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
電
話
は
相
手
に
し

な
い

•
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
変
だ
」

と
思
え
ば
相
談
、
す
ぐ
に
連
絡
を

交
通
事
故
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

　師
走
で
す
。
仕
事
の
総
仕
上
げ
や
、

年
末
年
始
の
準
備
等
、
公
私
と
も
に
忙

し
く
な
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
に
際
し
て

は
、
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　急
い
で
い
て
も
、
焦
っ
て
い
て
も
、

ひ
と
た
び
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
と
き
に

は
「
落
ち
着
い
た
安
全
運
転
」
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
年
末
に
な
れ
ば
飲
酒
の
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲

ま
な
い
」
の
心
構
え
で
、
飲
酒
運
転
を

追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
交
換
は
早
め

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
の
検
討
を
！

　テ
レ
ビ
等
で
「
あ
お
り
運
転
車
両
」

の
行
動
を
録
画
し
て
い
る
映
像
が
流
れ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　こ
れ
は
、
車
に
設
置
さ
れ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
画
さ
れ
た
映
像
で

す
。　ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
が

あ
っ
た
と
き
に
自
分
が
「
安
全
運
転
」

を
し
て
い
た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
県
下
で
発
生
し
て
い
る

「
当
た
り
屋
被
害
」
を
確
認
す
る
上
で

の
証
拠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
設
置
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

北
朝
鮮
人
権
被
害
問
題
啓
発
週
間

【
期
間
】

　12
月
10
日
（
火
）
～
16
日
（
月
）

～
必
ず
取
り
戻
す
～

　北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
は
、
我
が

国
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
私
た
ち
国
民

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い

行
方
不
明
者
の
方
々
を
公
開
し
て
い
ま

す
。　お

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
小
さ
な

こ
と
で
も
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

吉
野
警
察
署
（
代
表
）

　☎
０
７
４
７
―
５
３
―
０
１
１
０

寺
垣
内
駐
在
所

　☎
６
―
０
０
３
１

池
原
駐
在
所

　☎
５
―
２
０
０
３

　今年の12月２日に、現行の健康保険証は新たに発行さ

れなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行し

ます。切り替えがまだお済みでない方も申請不要で届け

られる資格確認書で保険診療を受けられます。ご安心く

ださい。

　また、今お持ちの保険証は、有効期限まで最大１年

間、利用できます。

　有効期限が切れる場合でも、必要な方には資格確認書

が交付されます。

〇マイナ保険証をお持ちでない方

　申請不要で資格確認書をお届けします。

〇新たに後期高齢者になった方

申請不要で資格確認書をお届けします。※来年７月末

まで

〇マイナ保険証での受診が困難な方（ご高齢の方、障害

をお持ちの方など）

申請いただくことで資格確認書をお届けします。

　診療履歴に基づいたより良い医療が受けられるなど、

便利で安全なマイナ保険証への切り替えをご検討くださ

い。詳しくはQRコードを読み込んでご覧ください。

い
ま

ふ
ん

せん

こく れん さい たく

そう

う

はん せい

ひ
と

こ
き
ずじ

ぶ
ん

か
ん

く
る

か
な

そ
う

つ
づ

せ
ん
そ
う

せ
ん

ぜ
っへ

い
ね
が く

わ
た
い そ

う

は
な

た
が

た
い
せ
つ

だ
い

わ
た
し

じ

あ
いし

て

あ

上
桑
原
（
10
月
22
日
）

吉

　田

　恒

　子　

さ
ん

京
都
府
京
都
市
（
11
月
15
日
）

植

　村

　
　
　勝　

さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まだ、マイナ保険証をお持ちでなくても、
これまでどおりの医療を、あなたに
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さ
い
。

北
朝
鮮
人
権
被
害
問
題
啓
発
週
間

【
期
間
】

　12
月
10
日
（
火
）
～
16
日
（
月
）

～
必
ず
取
り
戻
す
～

　北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
は
、
我
が

国
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
私
た
ち
国
民

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い

行
方
不
明
者
の
方
々
を
公
開
し
て
い
ま

す
。　お

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
小
さ
な

こ
と
で
も
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

吉
野
警
察
署
（
代
表
）

　☎
０
７
４
７
―
５
３
―
０
１
１
０

寺
垣
内
駐
在
所

　☎
６
―
０
０
３
１

池
原
駐
在
所

　☎
５
―
２
０
０
３

　今年の12月２日に、現行の健康保険証は新たに発行さ

れなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行し

ます。切り替えがまだお済みでない方も申請不要で届け

られる資格確認書で保険診療を受けられます。ご安心く

ださい。

　また、今お持ちの保険証は、有効期限まで最大１年

間、利用できます。

　有効期限が切れる場合でも、必要な方には資格確認書

が交付されます。

〇マイナ保険証をお持ちでない方

　申請不要で資格確認書をお届けします。

〇新たに後期高齢者になった方

申請不要で資格確認書をお届けします。※来年７月末

まで

〇マイナ保険証での受診が困難な方（ご高齢の方、障害

をお持ちの方など）

申請いただくことで資格確認書をお届けします。

　診療履歴に基づいたより良い医療が受けられるなど、

便利で安全なマイナ保険証への切り替えをご検討くださ

い。詳しくはQRコードを読み込んでご覧ください。

い
ま

ふ
ん

せん

こく れん さい たく

そう

う

はん せい

ひ
と

こ
き
ずじ

ぶ
ん

か
ん

く
る

か
な

そ
う

つ
づ

せ
ん
そ
う

せ
ん

ぜ
っへ

い
ね
が く

わ
た
い そ

う

は
な

た
が

た
い
せ
つ

だ
い

わ
た
し

じ

あ
いし

て

あ

上
桑
原
（
10
月
22
日
）

吉

　田

　恒

　子　

さ
ん

京
都
府
京
都
市
（
11
月
15
日
）

植

　村

　
　
　勝　

さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まだ、マイナ保険証をお持ちでなくても、
これまでどおりの医療を、あなたに
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024）

文化展

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

月号　No.81012

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年10月31日現在

転入　２人
出生　０人
転出　２人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

801人
372人
429人
514戸

先月比
2）
0）
2）
0）

（－
（±
（－
（±

　11月１日、競泳の元オリンピック選手の千

葉すずさんが下北山小中学校へやって来まし

た。

　前期課程を対象としたピラティス教室を実

施して頂きました。前期課程の全21名と先生

たちもピラティス教室を通して体操の楽しさ

を学びました。

　最後に質問タイムがあり、子どもたちをひ

きつける千葉さんの明るさに子ども達は興味

津々で質問が止まりませんでした。　　　

　千葉すずさんのピラティス教室を通してオ

リンピック選手を知る良い機会となりました。

　11月14日、下北山小中学校において、電源開発（株）

主催の「Ｊパワーふれあいミニコンサート」が開催

されました。

　これは、池原ダム完成60周年を記念した事業で、

プロのソプラノ歌手、バイオリン、フルートの演奏

家が、素敵なクラッシック音楽を聞かせてくれまし

た。

　当日は、下北山村をはじめ、上北山村、北山村、

熊野市五郷町の児童生徒が一堂に集まり、映画や

ミュージカル音楽、ジブリやディズニーのメドレー

などの演奏と歌を堪能しました。

「Ｊパワーふれあいミニコンサート」開催

千葉すずさんによるピラティス教室開催!!
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